
一般社団法人日本脊椎脊髄病学会

令和 3年度第 1回 理事会議事録

令和 3年 2月 22 日（月）20:00～22:00

浜松医科大学整形外科学教室

【出席した理事】伊東 学、大鳥精司、小田剛紀、川原範夫、髙相晶士、田中信弘、筑田博隆、

千葉一裕、西田康太郎、根尾昌志、長谷川和宏、波呂浩孝、松山幸弘、

山田 宏、渡辺雅彦

【出席した監事】小澤浩司、小西宏昭

【議事の経過の要領及びその結果】

松山幸弘理事長が議長となり、開会を宣して議事に入った。

会議は web 会議で行われた。

理事長挨拶

松山理事長が、本日の中心議題は第 50 回学術集会についてであると説明した。

審議・決議事項

1.前回議事録の確認

松山理事長が、前回議事録について確認を求めた。追加で修正等ある場合は、渡辺理事へ一報す

ることになった。

2. メンバーシップ・コンプライアンス委員会より：会員審査（2月分）

2月の入退会について全員を承認した。

3. 教育研修委員会より：研修コースⅠハイブリッドの件

Eメール上の理事会にて審議・決議済み。

4. JSR 編集委員会より：News Letterがメールで届いていない会員への対応

JSRのNLの追跡調査の結果、JSSR会員で学会にメールアドレスの登録がない、または登録されては

いるがなんらかの理由で届かない会員が200名以上いることを報告した。これらのうち住所がわか

っている会員には事務局からの通知を郵送することを決議した。

5. 専門医制度委員会より：脊椎脊髄外科専門医・基幹研修施設の認定について

専門医の基幹研修施設は、「3年間連続で脊椎手術の実施が100症例を超えていること」を証明する

必要があるが、このたびのコロナ禍により手術数が激減した施設もあるため、今回の申請について

は症例数が100症例を連続して満たしていなくてもよいこととし、次回以降の申請については状況



に応じて委員会で再検討していくことを決議した。

6. 仮称：脊椎関連学会連携促進委員会委員候補者名簿

前回理事会で創設することになった「脊椎関連の学会の今後を検討する委員会」について、仮称を

「脊椎関連学会連携促進委員会」とすることと、そのメンバーについての案が提示され、承認され

た。

担当理事：渡辺雅彦 委員長：大鳥精司

委員：波呂浩孝、西良浩一、種市洋、伊東学、紺野慎一、石井賢、金子慎二郎、

酒井大輔、古矢丈雄

オブザーバー：松山幸弘

大鳥理事が、正式な委員会名称については第 1 回の委員会で検討する旨補足し、来年の日整会総会

で各学会の連携や協力についてのシンポジウムが企画されていると説明した。

7. DB委員会より：委員の追加について

データベース委員会委員として金村委員長と同施設（江南厚生病院）の伊藤研悠医師を追加するこ

とが承認された。

8. 名誉会員の推薦について

新名誉会員として以下２名の推薦書が提示され、承認された。

清水敬親 評議員（群馬脊椎脊髄病センター） 推薦人：筑田理事・根尾理事

川上 守 評議員（恩賜財団済生会和歌山病院） 推薦人：山田理事

9. 第50回学術集会会長より

1）JSSR2021の予算案について

ハイブリッド開催となったJSSR2021の予算が提示され、7月に提示された通常開催の予算との差異

が説明された。

収益の部では、教育研修会の受講料収入は、現地参加をしないと単位が取れなくなったことから減

額、共催セミナーは予想以上に集まり増額、展示会出展料収入はほぼ当初の見込み通りであるが最

初の予算案よりは増額であった。

費用の部では、当日運営費がオンデマンド配信の経費や感染対策費も含み大幅に増額、国内講師講

演費は多くのレジェンドをお招きする都合で増額、印刷通信費は抄録集印刷費の一部を計上し増額

などをした。

結局、収支とも増額となったが、赤字にはならない見込みであり、承認された。

2）理事会、評議員会の時間について



JSSR2021中の評議員会の時間について、開始を30分早めることを承認した。

3）評議員会後のアトラクション、学会期間中の夕食、全員懇親会について

学会中の晩餐会や懇親会について議論が行われた。大人数での会食は中止することで意見が一致し

た。会場周囲のレストランが少ないため、ザ・プリンス宿泊者は、お弁当やルームサービスで対応

する。その他については、新型コロナウイルスの状況を見ながら考えることとなった。

4）学術集会における共催セミナーの二次利用についての取り決めについて

共催セミナーの二次利用に関する取り決め（案）が承認された。

10. その他

1）『JSR』11-3号（第49回学術集会抄録集）のJ-stage搭載の際の閲覧権限

第49回学術集会抄録集のJ-stage搭載に関し、閲覧権限を他の号と同様フリーアクセスとするか、

会員のみとするかが検討された。Double publicationとなる恐れ、論文化前のアイデア盗用の恐

れ、合併症の一般公開に対する懸念などから、会員限定とすることになった。

2）JSR編集委員会委員交代の件

JSR編集委員会（関連7学会の編集委員長とJSSRの編集委員数名で組織）の側彎症学会担当委員が赤

澤評議員（聖マリアンナ医科大学）から出村評議員（金沢大学）に交代があったことが報告され、

一同承認した。

3）大正アワード受賞者の決定

●受賞者●

基礎系 串岡純一（クシオカ ジュンイチ）大阪大学医学部附属病院

受賞論文 The small compound, TD-198946, protects against intervertebral

degeneration by enhancing glycosaminoglycan synthesis in nucleus pulposus cells

臨床系 宇佐美 嘉正（ウサミ ヨシタダ） 大阪医科大学付属病院

受賞論文 Impact of multifidus muscle swelling on C5 palsy after cervical laminoplasty

4）データベース関連の各研究事務局の事務費の件

現在ACR（獨協）・人工椎間板（東京医科歯科）・OLIF51（千葉大）のレジストリー研究では、そ

れを統括するそれぞれの医局の秘書が無償で事務作業をしているケースが多く、学会から時給また

は謝金を支払いたい旨提起された。議論の結果、現在若尾評議員のプロジェクト研究では秘書2名

の出勤時間の一覧を担当の医師（若尾評議員）が確認印またはサインをしたものを証憑として時給

が支払われているため、同様の方法で支払うことが決定された。

5）社会保険等システム検討委員会



フロシール、サージフロー 査定問題が全国各地域から報告されている。下記が審議され承認され

た。

1 適正使用の会員への通知

2 社保委員会メンバーの施設、多施設データからなるエビデンスの論文化

3 全国の評議員対象に、１～2カ月間の実態調査などを行い、全国の査定状況の把握

日本脊椎脊髄病学会から、日本整形外科学会、全審会への働きかけは、以前に日本整形外科学会か

ら本案件は日本脊椎脊髄病学会に委ねるとあり、今回は行わないことになった。

3．審議・報告事項

1. 倫理委員会報告

プロジェクト研究の倫理審査の状況が報告された。

「成人脊柱変形（腰曲がり）に対する保存療法の費用対効果研究」は最終回答依頼中であり、「脊

柱靱帯骨化症診療ガイドライン 2019 普及度調査に関する研究」は審議中である。

2. 広報委員会報告

現在ホームページの更新業務をヒューマンデジタルコンサルタンツ社へ委託しているが、前回理事

会で報告のとおり、倍額に近い値上げ要請があったため、相見積を依頼し、3つの見積が集まった

として、社名（個人名）および特徴、更新単価の金額をそれぞれ説明した。

議論の末、新業者への引継ぎ関連で問題がないか等を広報委員会にて確認ののち、再度理事会へ上

申することになった。

3. JSR編集委員会報告

事務局からのお知らせNL・JSRのNL・SSRRのNLの3つのバナー広告についての収集状況が報告され

た。

4. 国際委員会報告 APSS-APPOSについ

3月4日がAPSS-APPOS演題応募の締切なので、さらなる協力をお願いしたいこと、Spine across the

seaについては動きがあれば理事会へ報告することが説明された。

5. データベース委員会報告

各レジストリー（ACR、胸椎XLIF、頚椎人工椎間板、OLIF51）の登録状況について報告された。

またJSSR-DBについて会員へ一斉メールで初回の告知を実施したが、4月の評議員会や会員総会、学

術集会中にも時間枠を取って周知を進める予定であることが説明された。

6. 安全医療推進委員会報告

前回も報告された抗凝固薬およびレベルエラーについてのアンケートを予定しており、現在微修正

を進めていることが報告された。



7. その他の委員会報告

財務委員会より 予算案提出の件

2月上旬に各理事へ提出を依頼した2021年度委員会予算について、透明性を高めるために今回は詳

細まで確認していることが説明された。

8. その他

1）第36 回日本整形外科学会基礎学術集会 シンポジウム企画案採択について

上記企画案として当学会から4案提出し、1案が採択されたことが報告された。

2）3月下旬発行の『JSR』3号（抄録集）への同封物の件

抄録集への同封希望があれば、3/5までに事務局へ原稿を提出することになった。

以上

令和 3 年 2月 22 日

一般社団法人日本脊椎脊髄病学会

議長 理事長  松山幸弘

監 事  小澤浩司

    監 事  小西宏昭


